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（社）日本コンクリート工学会四国支部 
第2回「四国のコンクリート構造物インフラドックの実現に向けた調査研究委員会」 
議事録（案） 
 
１．日 時：平成27年11月27日（月） 14:00～17:00 
２．場 所：徳島大学工学部建設棟5Ｆ A508 
３．出席者：渡邉委員長，小原，佐藤，塚越，中川，橋本，林，原田，堀井，水口，宮武，横田，山田 
（敬称略，順不同）以上 13名 
４．配布資料： 

2-0  JCI四国支部「四国のコンクリート構造物インフラドックの実現に向けた調査研究委員会」第２

回委員会議事次第 
2-1  （社）日本コンクリート工学会四国支部 第１回「四国のコンクリート構造物インフラドックの

実現に向けた調査研究委員会」議事録（案） 
2-2  JCI四国支部 第２回インフラドッグ調査委員会 話題提供 
2-3-1  「道路メンテナンスに係る新技術開発等のニーズ」 
2-3-2  道路メンテナンス年報の概要 
2-4  大学機関による技術者の養成に関する資料 

５．議 事： 
(1) 委員長挨拶 
渡邉委員長から，第2回委員会開催にあたっての挨拶があった． 

(2) 前回議事録の確認 
山田より，資料2-1に基づいて，前回議事録が通読され，簡単な修正を行うことを条件に了承された． 

(3) 話題提供1「農業水利施設の維持管理の現状と課題」（佐藤委員） 
 佐藤委員より，パワーポイントを用いて以下についての説明があった． 
・土地改良事業について 
・施設の老朽化と広義の対策 
・農業水利施設のコンクリートの課題 その1 水理性能とすり減り 
・農業水利施設のコンクリートの課題 その2 乱立する対策工法 
(4)話題提供2「高知県コンクリート診断士会の活動」（原田委員） 
 原田委員より，資料2-2に基づき「高知県コンクリート診断士会の活動」について説明があった． 
(5) 話題提供3 「四国のインフラの点検状況」（宮武委員） 
宮武委員より，資料2-3-1および資料2-3-2に基づいて説明があった． 

(6) 話題提供4 「大学機関におけるインフラドッグの取組み」（渡邉委員長） 
渡辺委員長より，資料2-4に基づいて説明があった． 

(7) その他，フリーディスカッション中での話題，意見や要望など 
・本委員会の位置付けを明確にするべき． 
・点検や診断についての話題が多いが，対策の仕方についても考えるべきではないか． 
・本委員会の親委員会は全国規模の活動を行ったが，本委員会は地域性を尊重した活動をするべき． 
(8) 次回委員会までの宿題と今後の予定 
本委員会の活動方針を決定するために，コンクリート構造物のマネジメントと点検に関する課題の抽出

を次回委員会までに行っておくこと．なお，次回委員会については年度内を予定している． 
 

報告者：山田 
以 上 


